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▽
「
あ
き
る
野
百
景
」
を
選
定

　
し
ま
す
　
市
で
は
、
環
境
基

　
本
計
画
の
取
り
組
み
の
一
つ

　
と
し
て
、
市
に
と
っ
て
自
慢

　
と
な
る
、
未
来
の
子
ど
も
た

　
ち
に
も
残
し
た
い
「
お
ら
が

　
ま
ち
の
自
慢
の
場
所
」
を
募

　
集
中
で
す
。

▽
応
募
場
所
の
条
件
（
例
）

　●

素
晴
ら
し
い
景
観
（
桜
の
名

　
所
な
ど
）

　●

貴
重
な
動
植
物
が
生
息
し
て

　
い
る
（
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る

　
場
所
な
ど
）

　●

歴
史
上
価
値
あ
る
建
造
物
、

　
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
建
造
物

　
（
神
社
な
ど
）

　●

伝
統
文
芸
、
工
芸
、
祭
事

　
（
祭
り
、
文
化
財
な
ど
）

※
自
由
な
発
想
で
応
募
し
て
く

　
だ
さ
い
。

▽
応
募
方
法
　
２
月
27
日

（金）

　
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
写

　
真
２
枚
以
内
を
添
付
の
上
、

　
次
の
方
法
で
応
募
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　●

郵
送
・
持
参
…
応
募
用
紙
か
、

　
応
募
用
紙
と
同
じ
内
容
（
応

　
募
日
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

　
氏
名
、
電
話
番
号
、
推
薦
す

　
る
場
所
・
理
由
）
を
用
紙
に

　
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　●

メ
ー
ル
…
応
募
用
紙
と
同
じ

　
内
容
を
入
力
し
て
画
像
デ
ー

　
タ
を
添
付
し
、
件
名
を
「
お

　
ら
が
ま
ち
の
自
慢
の
場
所
」

　
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
人
何
件
で
も
応
募
可

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
そ
の
他

　●

応
募
写
真
な
ど
は
、
あ
き
る

　
野
市
環
境
委
員
会
で
審
査
し
、

　
「
あ
き
る
野
百
景
」
と
し
て

　
決
定
し
ま
す
。

　●

選
定
場
所
の
公
開
な
ど
は
、

　
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
、
土

　
地
所
有
者
の
了
解
や
環
境
保

　
護
に
支
障
の
な
い
範
囲
と
し

　
ま
す
。

　●

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
・
問
合
せ
　
環
境
・
緑

　
化
係
（
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東
京
消
防
庁
管
内
で
は
火
災

予
防
条
例
で
、
平
成
22
年
４
月

１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
住
宅
に

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
。

▽
新
築
改
築
す
る
住
宅
　
平
成

　
16
年
10
月
１
日
か
ら
設
置
が

　
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

▽
そ
の
他
の
住
宅
　
平
成
22
年

　
４
月
１
日
か
ら
設
置
が
義
務

　
化
さ
れ
ま
す
。

▽
設
置
す
る
場
所
　
す
べ
て
の

　
部
屋
、
台
所
、
階
段
（
浴
室
、

　
ト
イ
レ
、
洗
面
所
、
納
戸
な

　
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

▽
火
災
警
報
器
の
種
類
（
詳
し

　
く
は
、
東
京
消
防
庁
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
）

　●

火
災
の
煙
、
熱
を
感
知
し
火

　
災
発
生
を
警
報
音
、
音
声
で

　
知
ら
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　●

ガ
ス
漏
れ
な
ど
を
感
知
す
る

　
複
合
型
警
報
器
も
あ
り
ま
す
。

　●

電
源
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
方
式

　
や
電
池
方
式
が
あ
り
ま
す
。

　●

天
井
や
壁
な
ど
に
ネ
ジ
で
取

　
り
付
け
る
も
の
と
フ
ッ
ク
で

　
壁
に
掛
け
る
も
の
が
あ
り
ま

　
す
。

※
東
京
消
防
庁
で
は
、
火
災
を

　
よ
り
早
く
感
知
す
る
た
め
、

　
煙
式
の
設
置
を
勧
め
て
い
ま

　
す
。
台
所
な
ど
火
災
以
外
の

　
煙
を
感
知
す
る
場
所
は
熱
式

　
で
も
可
能
で
す
。

　
市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
１
個
無
料
で
設
置
し
て
い

ま
す
。

▽
対
象
世
帯
　
平
成
20
年
度
市

　
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
次

　
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

　
帯

　●

65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

　●

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世

　
帯

　●

中
国
残
留
邦
人
な
ど
の
円
滑

　
な
帰
国
の
促
進
、
永
住
帰
国

　
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る

　
法
律
で
支
援
給
付
を
受
け
て

　
い
る
世
帯

　●

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

　
は
２
級
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
方
が
い
る
世
帯

　●

愛
の
手
帳
１
度
ま
た
は
２
度

　
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
が

　
い
る
世
帯

　●

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
１
級
ま
た
は
２
級
の
交
付
を

　
受
け
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

▽
対
象
住
宅

　●

持
ち
家
（
借
家
は
家
主
に
設

　
置
義
務
）

　●

平
成
16
年
10
月
１
日
以
降
に

　
新
築
ま
た
は
改
築
し
た
住
宅

　
で
な
い
こ
と

　●

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
ま
た

　
は
自
動
火
災
報
知
設
備
を
備

　
え
た
住
宅
で
な
い
こ
と

　●

住
宅
内
の
各
居
室
、
台
所
、

　
階
段
の
す
べ
て
に
住
宅
用
火

　
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い

　
る
住
宅
で
な
い
こ
と
　

　
「
消
防
署
の
方
か
ら
来
た
」

な
ど
と
偽
り
、
販
売
す
る
ケ
ー

ス
や
単
身
高
齢
者
世
帯
を
狙
っ

た
ケ
ー
ス
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

※
消
防
職
員
が
販
売
す
る
こ
と

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
防
災

　
安
全
係
、
秋
川
消
防
署
（
☎

　
５
９
５
・
０
１
１
９
）

　
平
成
19
年
度
の
排
出
量
は
、

昨
年
度
と
比
較
し
て
4.7
　
（
２

２
５
　
）
増
加
し
ま
し
た
。
こ

の
主
な
要
因
は
、
中
央
図
書
館

の
新
設
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
20
年
７
月
に

第
二
次
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

実
行
計
画
を
策
定
し
、
温
暖
化

防
止
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
冷
暖
房
の
設
定

温
度
を
冷
房
28
度
、
暖
房
19
度

と
し
、
照
明
の
不
要
箇
所
の
消

灯
、
間
引
き
な
ど
の
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
森
林

再
生
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
実
行

計
画
な
ど
詳
し
く
は
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
４
階
）
、

中
央
図
書
館
、
五
日
市
図
書
館
、

東
部
図
書
館
エ
ル
で
資
料
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
　
環
境
課
環
境
・
緑

　
化
係

　
市
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援

法
の
施
行
に
基
づ
き
、
平
成
19

年
３
月
に
、
障
が
い
の
あ
る
人

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
の

数
値
目
標
と
見
込
量
を
定
め
た

「
あ
き
る
野
市
障
害
福
祉
計

画
（
平
成
18
年
度
〜
平
成
20
年

度
）
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
た
び
第
１
期
計
画
を
分
析
・

見
直
し
を
行
い
、
第
２
期
計
画

と
な
る
「
あ
き
る
野
市
障
害
福

祉
計
画
（
平
成
21
年
度
〜
平
成

23
年
度
）
」
の
策
定
を
進
め
、

素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
意
見
を
う
か
が
う
た
め
、

次
の
方
法
で
募
集
し
ま
す
。

▽
素
案
の
閲
覧
場
所
　
情
報
公

　
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
４

　
階
）
、
市
内
各
図
書
館
、
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
意
見
の
提
出
方
法
な
ど

　●

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・

　
在
学
の
方
、
市
内
に
事
務
所

　
や
事
業
所
が
あ
る
個
人
か
団

　
体

　●

提
出
方
法
…
２
月
16
日

（月）
ま

　
で
に
、
Ａ
４
用
紙
な
ど
に
意

　
見
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

　
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

　
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
（
持
ち

　
込
み
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

　
ル
可
）

※
電
話
で
の
意
見
は
受
け
付
け

　
ま
せ
ん
。

　●

そ
の
他
…
い
た
だ
い
た
意
見

　
は
、
個
人
を
特
定
で
き
な
い

　
よ
う
に
編
集
し
、
概
要
な
ど

　
を
公
表
し
ま
す
。

▽
提
出
・
問
合
せ
　
障
が
い
者

　
支
援
課
障
が
い
者
相
談
係
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市
で
は
、
ご
み
の
処
理
状
況

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
内
の
ご
み
を
処
理
し
て
い
る
、

西
秋
川
衛
生
組
合
の
施
設
見
学

会
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日
　
２
月
24
日

（火）
（
雨
天

　
実
施
）

▽
集
合
・
解
散

　●

市
役
所
東
側
玄
関
前
…
午
前

　
８
時
35
分
集
合
、
午
前
11
時

　
50
分
ご
ろ
解
散

　●

五
日
市
会
館
前
…
午
前
８
時

　
55
分
集
合
、
午
前
11
時
30
分

　
ご
ろ
解
散

※
市
の
車
を
利
用
し
ま
す

▽
見
学
場
所
　
西
秋
川
衛
生
組

　
合
高
尾
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
御

　
前
石
最
終
処
分
場

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の

　
方

▽
定
員
　
15
人
（
申
込
み
順
）

▽
費
用
　
無
料

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
環
境
課

　
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
係
（
直

　
通
５
５
８
・
１
８
３
０
）

人
権
擁
護
委
員
に

　
渡
邉
哲
男
氏
・
三
上
裕
子
氏

市の施設から出る
平成19年度

温室効果ガス
（二酸化炭素）

排出量結果

「あきる野市
　障害福祉計画
（平成21年度～
　平成23年度）」
　素案への
　　　意見を募集

ごみ処理
施設見学会

す
べ
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

悪
質
販
売
に

　
　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

あ
き
る
野
市
高
齢
者
等

住
宅
用
火
災
警
報
器
給
付
事
業

渡邉哲男氏三上裕子氏

　
人
権
擁
護
委
員
の
森
田
浩
一

氏
と
　
木
清
文
氏
が
任
期
満
了

で
退
任
さ
れ
、
１
月
１
日
付
け

で
法
務
大
臣
か
ら
、
新
た
に
渡

邉
哲
男
氏
と
三
上
裕
子
氏
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委

員
は
、
人
権
身
の
上
相
談
や
人

権
思
想
の
普
及
啓
発
な
ど
、
積

極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
内
の
人
権
擁
護
委
員

は
、
次
の
５
人
で
す
。

　●

本
堂
節
子
氏

　●

伊
藤
宗
武
氏

　●

岸
野
ト
シ
子
氏

　●

渡
邉
哲
男
氏

　●

三
上
裕
子
氏

FAX

ト　
ン

パ
ー

セ
ン
ト

表　二酸化炭素排出量

排出量
（ｔ）

平成14年度 5,211
－

平成15年度 4,816
－

平成16年度 5,186
－

平成17年度 5,357
5,106

平成18年度 5,045
4,795

平成19年度 －
5,020

排出量
（ｔ）

・上段　第一次地球温暖化防止対策実行計画の
　算定値
・下段　第二次地球温暖化防止対策実行計画の
　算定値（平成17、平成18年度は再計算値）
※第一次計画と第二次計画では、温室効果ガス
　排出量の計算方法（排出系数）が異なってい
　ます。


